
大使館からのお知らせ（ポート・オブ・スペイン東部の治安情勢について） 

平成２５年９月５日 

 

報道によると、最近、首都ポート・オブ・スペイン東部のラバンティル地区、

イースト・ドライリバー地区等において、殺人事件が多発しています。事件の

ほとんどは地元ギャング同士の抗争が原因であるとされていますが、突発的に

発生する事件に巻き込まれる可能性も排除できませんので、犯罪の多発地帯に

は決して近づかないように注意してください。 

また、9 月 1 日(日)及び 2 日(月)には、ビーサム地区において、同地区で発生

したパトロール中の警察官による住民射殺事件に対する警察の対応に不満を持

つ住民が、抗議活動を実施し警官隊と衝突しました。デモや抗議活動等を見か

けた場合、興味本位で近づいたりせず、速やかにその場を離れるようにしてく

ださい。 

こうした危険な地域への訪問をする場合には、綿密な防犯対策を練った上で、

警察官や警備員を同行させるなどの措置を必ず講ずるようにしてください。 

 

 

※新たな情報やご質問，ご要望等は大使館領事担当までお知らせください。 

 在トリニダード・トバゴ日本大使館 

 領事担当 真田明彦 

 電話８６８－６２８－５９９１（内線２１５） 

 E-mail：ryouji@po.mofa.go.jp 
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